







































4Idon'tknow:o eofthemensaid.(Wh t oyouwantto
eat,Al？，
@Idon'tknow・saidAl.@ don'tKnOwWhatlwanttoeat.
Outsideitwasgettingdark.Thestreet-lightcameonoutsi－
dethewindow.Thetwomenatthecounterreadthemenu.
FromtheotherendofthecounterNickAdamswatchedthe-
nl･
HehadbeentalkingtoGeorgewhentheycamein.
GI'llhavearoastporktenderloinwithapplesauceandmasP.
hedpotatoes',thefirstmansaid.
（96）
Iltisn'treadyyet.
‘Whatthehelldoyouputitonthecardfor－？’
!'I,hat'sthe･dinner,Georgeexpiained.:Youcangetthat t
sixo'clock.
Georgelookedattheclockonthewall:behindthecounter.
一
(ItPsfiveo'clock.
CTheclocksaystwentyminutespastfive,thesecoudmans=
a,id.
$It'stwentyminutesfast.
IOh,tohellwiththeclock.'thefirstmansaid.
‘Whathaveyougottoeat？，
KIcangiveyouanykindofsandwiches,Georgesaid.:You
canhavehamandeggs,baconandeggs,liverandbacon,ora
steak.'
lGivemechickencroquetteswithgreenpeasandcreamsauce
andmashedpotatoes.'
@That'sthedinner.'
‘Everythingwewantisthedinner，eh？That，sthewayyou
workit.'
$Icangiveyouhamandeggs,liver-'
Krlltakehamandeggs,th mancalledAIsaid.Hewol･ea
derbyhatandablackovercoatbuttonedacrossthechest.His
facewassmallandwhiteandhehadtightlips.
Heworeasilkmufflerandgloves.
日本文で述べると、
ヘンリーの食堂のドアーが開いて、二人の男が入って来た。彼等は、力
（97）
ウンターに坐った。 「何にしますか。」と、ジーヨージは彼等にたづねた。
「自分には分らない。A1、 お前は何を食べたいんだい。」と、一人の男
が言った。
「自分にも分らない、何を食ぺてよいのか分らない。」と、A1は言っ
た。外は次第に暗くなって来た。街路灯が窓の外についた。カウンターの
所の二人の男は、メニューを読んだ。カウンターの他の端から、ニツク、
アダムスが、彼等を見つめていた｡彼は彼等二人の男が入って来た時、ジ
ョージと話をしていた。
「自分は、アップルソースをかけた腰肉のロースト、ボークと、マツシ
ユ、ポテートを食べよう。」と、最初の男が言った。
「其れは、未だ準備が出来ません。」
「何の為に、カードの上に、一体醤いてあるんだい。」 「其れは、夕食
用です。六時に其れを食べる事が出来るのです。」とジヨー･ジは、説明し
た。ジヨージは、カウンターの後の壁にかかっている時計を、見つめた。
「五時です。」
「五時二十分過ぎだ」と第二の男が言った。
「二十分進んでいる。」
「おう、そんな畷汁は、ぶちこわしてしまえ。」と第一の男が言った。
「どんな食べ物が有るのか。」
「サンドウィッチなら何でも出来ます。又ハムエツグや、ベーコンエツ
グ、 レバーベーコンや、ステーキが出来ますよ.｡」とジョージは言った。
「自分には、グリーン.ピース入り、クリームソースをかけたチキンコロ
ツケと、マツシユボテートーをくれ。」
「其れは、夕食用です。」
「自分達の欲しい物は、皆夕食用かね、え、それがこの店の、 ･やり方だ
な。」
（’8）
「ハムエツグと、 レバーなら出来ますよ。」
「自分は、ハムエツグを貰おう。」と、A1と呼ばれた男が言った。彼
は山高帽子をかむり、胸をボタンが、横に連なっている黒いオーバーを、
着ていた。彼の顔は、小さく、白く、又ひきしまった口唇をしていた。彼
は、絹のマフラーと、手袋をしていた。
以上食堂に於ける、無意味の様な、息苦しい会話の一部を、述べて見た
のであるが、作者は、何故にこの様なシーンを設定したのであろうか。虚
無感の圧縮されたものと解する丈けでは、不充分の様に思われる。彼は、
この無意味な会話の中に、社会の現実の不安感､無常感を、象徴しようと
した様に思う。
無意味な事象の連続は、心理的に倦怠感をもたらし、それは心象的に、
不安感えとつながるものである。この不安感の中に、宗教性を見るのであ
り、仏教的に言えば、無常感につながるものと言えよう。
更に作者は、不安感に徹する事により、救いが、必然的に現われるのを
期待していたと思われる。その例として、原文にもどり、終末の部分を、
考えて見たいと思う。
Nicklookedatthebigmanlyingonthebed.
‘‘Don，tyouwantmetogoandseethepolice？，，
d@No,''OleAndresonsaid,@GThatwouldn'tdoanygood.''
‘‘lsn，ttheresomethingIcoulddo？'，
d@No,Thereain'tanythingtodo.''
@@Maybeitwasjustabluff.''
OleAndresonrolledovertowardthewall.
"Theonlythingis,''hesaid,talkingtowardthewall,,$CIj-
ustcan'tmakeupmymindtogoout.Ihavebeeninhereall
day.，，
（”）
‘℃ouldn'tyougetoutattown？”
C#No,''OleAndresonsaid．@G1'mthroughwithaUthatrunning
around.，，
Helookedatthewall.
@@Thereain'tanythingtodonow.'，
“Couldn，tyoufixitupsome？”・
q@No,Igotinwrong.''HetalkedintheSameflatvoice,@0T--
hereain'tanythingtodonow.”
@0AfterawhileI.llmakeupmymindtogoout.''
@qIbettergobackandseeGeorge.''Nicksaid.
"Solong,''saidOleAndreson.HedidnotlooktowardNick.
@6Thanksforcomingaround.''
Nickwentout・Ashesbutthedoor・sawOleAndreson
witnallhisclotheson,lyingonthebedlookingatthewall.
－
‘‘Didyoutellhimaboutit？'，Georgeasked．
@0Sure・Itoldhimbutheknowswhatit'sallabout.”
‘‘What，shegoingtodo？，，
@@Nothing.p，
4lqI､hev'llkillhim.，’
･
G.Igesstheywill.，，
"Hemusthavegotmixedupinsomethingix]Chicago.3'
O4Iguessso,''aidNick.
60It'sahellofathing.''
l0It'sanawfulthing.''Nicksaid.
Theydidnotsayanything・Georgereacheddownforatowel
（〃0）
andwipedthecounter．“Iwonderwhat;hedid？''弧iCk喝aid．
o@DoUble-crossed･somebody・That'swhat'they.killthem.for.,，
@dI'mgoingtogetoutofthistown,''Nicksaid.
d0Yes,''saidGeorge．4@That'sagoodthingtoido.''
q4Ican'tstandtothinkabouthimwaitingin,the:roomaTTd
knowinghe'sgoingtogetit・It1s,too,damnedawful.”
OcWell,''saidGeorge,@qIYouibetternotthinkabeutit.，，
和訳すると次の様である。
ニツクは、大きな男が、ベットに横たわって居るのを見た。 「あなたは
私が警察に話しに行くのを、望まないですか。」
「いや、そんな事をしても無駄だ｡｣とオーレ、アン'ドレスンは言った。
「何か私が、出来る事が有りますか。」
「いいえ、何もすべき事はない。」
「多分、それは、ただおどかしだったんだ。」
オーレ、アンドレスンは、壁の方に向った。
「ただ言える事は、自分は外出する決心がつかない。自分は一日中ここ
に居ると云う事だ。」
と壁の方に向って、話していた。
「あなたは、町から出て行く事は出来ないの。」
「いや、 もうあちら、こちら逃げまわるのは、 もうやめだ｡_|とオーレ、
アンドレスンは言った。彼は壁の方を見た。
「今は、為すべき事もない。」
「なんとか、話をつけるわけには、いきませんでしたか。」
「いや、自分は、へまをやった｡』彼は、同様な単調な声で言った。 「何
も、すべき事はない。しばらくしたら、私は、 ･出て行く様に決心するつも
りだ。」
（圃伽）
「自分は、ジョージに会いに、 もどる方がよい。」
とニツグは、言った。
「さよなら、来てくれて有り難う。」と、オーレ、アンドレスンは、言
った。彼は、ニツクの方を、見なかった。
ニツクは、出て行った。彼は、 ドアーを閉めた時、オーレ、アンドレス
ンが、彼の全部の服を着て、壁を見ながら、ベッドの上に、横になってい
るのを、見た。
「君は、その事について、彼に告げたか｡｣と、ジョージは、たづねた。
「たしかに、彼に告げたが、彼は、その事について、すっかり知ってい
るよ。」
「彼は、何をするつもりだろうか。」
「何もしない。」
「彼等は、彼を殺すだろう。」
「自分も、彼等は、殺すと思う。」
「彼は、シカゴで、何かにまきこまれたのにちがいない。」
「自分も、そう思う。」と、ニツクは、言った。
「ひどい事だ。」
「恐ろしい事だ。」と、ニツクは、言ったb
彼等は．しばらく、何･も言わなかった。ジョージは、手をのばして､ふき
んを、取った。そして、カウンターを'、ふいた。
「彼は、何をしたのだろう。」と、ニツクは、言った。
「誰かを、裏切ったんだ。それで、彼等は、殺そうとしているんだ。」
鰍は$此の町から、出て行こうと思う。」･と、ニツクは言った。
「そうだ、それはよい事だ。」と、ジョージは言った。
「自分は、とても、がまん出来ない。あの男は、やられる事を､､知りな
(〃2.）
がら、部屋に、 じっとしているんだ。共れは、全く、恐ろしい事だ。」
「さて、君は、其の事について、考えない方がよい。」と、ジョージは
言った。
以上の文に於て、筆者が、前述した様に、作者は、不安感、絶望感、虚
無感に、徹する事により、救いが、必然的に、現われるのを、期待してい
たと、思われる。即ち、何も為す事もなく、自分の室に、閉ぢこもり、た
だ、殺されるのを待つ、オーレ、アンドレスンを、通して、即ち、死をく
ぐる事により、二次元の生を、暗示しようとしたと、思われる。
即ち、彼が、常に恐れ、回避しようと、 している死。しかし、彼にとっ
て、死から逃れる事とは、積極的に、死に挑戦する事であり、ここに、彼
の再生の気を、見るのであり、救いが有ると考えられる。
即ち、後篇(TheSnowofKilimanjaro)「キリマンジャロの当」
に於て、虚無と、絶望感に溢れている地上を、離れて、キリマンジャロ山
頂の、清潔な、明るい所を求めて、一人飛び、山頂に達つする事が出来ず
死んでいったハリーの死に、通ずるものを、見るのである。即ち、再生を
信じて、 「一頭の死せる豹」となって、不滅の雪の上に、横たわるのであ
る。
又TheoldmanandTheSea(老人と海）に於ける老人サンチヤゴ
の、精神に通ずるものを見るのである。即ち、一匹のマリーンとの、死の
戦い、この死の戦いを通して、即ち、死への挑戦を通して、死を克服しよ
うとする作者の、再生の気を、見るのである。
尚、作者は、海について、次の様に述べている。 Thosethathave
alwayslivedintheseaareparmanentandvaluebecausethat
willflow,asithasflowed,fterthelndians,aftertheSpania-
rds・aftertheBritish,af ertheAmericansandafterallthe
（〃3）
Cubansandall thesystemsofgovernments, 6therichness,the
poverty, themartyrdom, thesacrificeandthevenalityandthe
crueltyareallgone……。
「常に海の中に生きているものは、永遠の価値をもつ、なぜなら、 イン
ディアンも、スペイン人も、英国人も、すべてのキューバ人も、すべての
政府の組織も、富貧も、苦悩も、犠牲も、慾望も、残虐も、それらすべて
が、消えてからも、海は、同じ様に動いて居るからだ。」
即ち、老人は、此の生なる海、現実の海を愛した。その為その中に生存
する凡てを、愛した。それ故彼は、魚を愛した。しかし、愛する魚を殺し
た。何故であろうか。其れは、人間生存の真実を、確認する為である。生
命をかけて魚を愛していた故に、魚を殺したのである。この愛の観念は、
前述のThekillersのオーレ、アンドレスンにも、通ずるものと思われ
る。即ち、作者は、現実を愛するが故に、現実の中で､絶望と、虚無に落
ち入っているオーレ、アンドレスンを愛するのであり、愛するが故に、現
実世界で救い様のない彼を、死へと追いやるのである。これが、作者の、
彼に対する愛情であり、作者は、この事により、二次元の生へと向い、死
を克服する事になるのである。即ち、この愛は、生死を越えているのであ
り、轆者は、このアブストラクトされた愛に、宗教的愛、仏教的愛を見る
のである。即ち、作者は、この愛に微つする事により、生命の不滅を、信
じようとしたと、思われる。所謂、仏教で云う所の、釈尊を軌範として、
仏性を、磨くならば、生命の不滅を獲得する事が,出来る、と云う思想に、
通ずるものであろう。
尚、 「老人と海」 (TheoldmanandTheSea)に於て、老人サンチ
ヤゴ(Santiago)の部屋に、「イエスの聖心」等の聖画が、かかげてあ
る様に、作者は、キリスト教に関心が、有ったと思われる。このキリスト
教に於ける、凡てを包容する愛も、 (Thekillers)に於て、作者の示す
（〃4）
愛と通ずるものであり、生命不滅の思想に、つながるものと云えよう。
以上ヘミングウェイの、諸作品の中、短篇「殺人者」 (TheKil､lers)
を、取り上げ、その中に於ける、宗教性、仏教性について、その概略を、
述べた次第である。 終
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